
 

１．序論 

１ １ 研究の背景と目的

日本では 年に「癩予防ニ関スル件」によりハン

セン病患者の隔離が始まり、以来 年の｢らい予防

法｣廃止に至るまで約 年間隔離政策が続いた。かつて

ハンセン病隔離施設は世界各地に存在したがこれほど長

期に渡り絶対隔離を続けた国は数少ない。その結果今で

も全国に ヵ所の国立療養所が残されている。

薬剤投与による治療が可能となった現在、療養所は隔

離施設ではなく今いる入所者の終の住処としての役割を

担っている。しかし入所者の高齢化に伴いその役目も終

わりに近づいてきた。国立感染症研究所によると

年 月現在、ハンセン病療養所入所者数は約 名、

平均年齢は 歳である。偏見と差別が生んだ人権侵害

の現場として、またその時代を生き抜いた当事者の生活

の場として施設の活用方法が模索されているが未だ明確

な方針は定まっていない。施設の存続が危ぶまれる中、

多くの入所者が故郷や親族と疎遠になっており記憶の継

承が大きな課題となっている。

国立療養所第 号の長島愛生園には十坪住宅と呼ばれ

る患者住宅がある。国民の寄付により建てられたもので

かつては 棟あったとされるが、 年 月の時点

で現存するものはわずか 棟注 である。屋根の崩落や壁

の損傷など老朽化が著しく今後の保存が課題となってい

る。 

本研究では十坪住宅の成立過程を当時の政策と社会背

景から考察し、ハンセン病療養所を継承していく上で十

坪住宅が持つ意義を明らかにする。また寄付住宅がどの

ような構想と計画のもとで今のような形に発展してきた

のかを、文献や図面などの史料を元に考察する。

ハンセン病療養所における寄付住宅の成立に関する研究 
－長島愛生園「十坪住宅」を中心に－ 
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There still remains thirteen national Hansen’s disease sanatoriums in Japan. It's charged with the 

role as a last place to rest, not isolation facility anymore. In this study, the construction process and 

development plan of donation houses which built in the National Hansen’s Disease sanatorium 
Nagashima Aiseien was clarified. The plan of capacity increase couldn’t catch up the applicants, 
they tried to make up with donation. The fund-raising campaign and No Hansen’s disease in 
Prefecture Campaign which promoting forced segregation had something in common. To increase 

the number of beds in a short period of time, they built small bungalow houses because those were 

easy to build. The bungalow house has been inspired by a hut at Culion in Philippine where the 

island of Hansen’s disease sanatorium is. Donation Houses were also developed in colonies such as 

South Korea and Taiwan. 
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１ 研究の と

本研究では 年から 年にか

けて国立ハンセン病療養所長島愛生園に寄付 で建てら

れた患者住宅を研究の対 とする。十坪住宅、患者 住

宅、 の などさま まな呼 名がある中、ここでは

｢寄付住宅｣をこれらの とする注 。愛生園は

年に設立された全国 の国立療養所であり、また

日本の癩政策の第 人者である が 代園長

をつと たことから療養所の においてもさま まな

り が われており、寄付住宅の建設もその と

して ることが 来る。

研究の方法としては に文献 と ン ー

を った。文献 では愛生園に残されている寄付住宅

関 文献や 図、平面図、施工時の発注 ・ な

どの建築図 、 者の を したほか、各園の

年 や 関 、 や 筆など入所者の著 を し

た。 ン ー は の り愛生園のほかに「

内三園」と される 明園、大島 園の入所者

名に対して い、寄付住宅の や各園の住宅の 式

について った。 期間は 年 月から 年

月の約 年間である。

ン
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１ ． 研究と 研究の け

建築学におけるハンセン病療養所に関する研究は法学

や社会学、文学など の に あまり活発ではなく、

そのほとんどが の られた研究者によって われて

いる。 に療養所計画や施設構成の に関する研究、

所内の 住 に関する研究などがあり、本研究と関

がある研究としては 本・ 文、 ・三 ・

・高 文 などがあ られる。 本・ は

愛生園を対 に療養所を 療施設ではなく 住 間とし

て 、 住 の を考察している。平面構成や

人当たりの 住面 などそれ れの をもとに時代を

つに けており、十坪住宅がこのう 第 期に住宅不

を するた 建設されたことを明らかにしている。

・三 ・ ・高 は 園の 療養 内に

建てられた全ての住宅の図面を し 間 の を

もとに した上でそれ れ 築や 修による 化の

を明らかにしている。立地 件や 間の 、面 、

住者構成などにより いがあることが かる。

本研究では年代の や平面の 化などについて

研究を 考にしつつ、 動という な背景を持

った建 の成立過程に 点を いて考察する。療養所内

に数ある建築 の中で寄付住宅が つの テ リーとし

て定 する過程を明らかにし、患者住宅の の 発見

に ものとする。

１ 研究の 成

第 から では寄付住宅成立の過程を背景、構想、

展 の に けて考察する。まず 第 では入所

者 加の背景として 隔離政策や 癩 動など当時

の政策と社会 についてまと る。 に第 では寄

付による患者住宅建設を した愛生園 代園長

の をもとに な 法にたどり くまでの構想

の過程を う。続く第 では寄付住宅 動の結果愛生

園に建てられた患者住宅の展 と国内 のその の療養

所 の を明らかにする。以上の結果を ま 第

ではハンセン病隔離政策の 史における寄付住宅の

づけを考察する。

 
． 所 と

１ の と 十

年、｢癩予防ニ関スル件｣に続く政策とし

て たに｢癩予防法｣が 定された。大きく なる点は隔

離対 が 患者だけでなく全ての患者に 大されたこ

とである。癩患者の が全面 止され、 は患者を

政 け ることが義 付けられた。これに伴い

年より 施された「癩根絶 年計画」

ではその第 として 年間に患者 人の 容施

設 を ている文 注 。当時ハンセン病は治る病

だと されていなかったた 、患者の隔離は終生隔

離を意 するものだった。そもそもこの計画は患者が

年で することを に立てられており文注 、患者

を終生隔離するということは、 療施設の というよ

り患者の 容施設を やすことを意 するものであった。
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癩 動とは患者を社会から 全に隔離することで

癩患者のいない を ることを目 とした 動である。

年 愛 で始まったと われているこの 動は、

｢癩予防法｣や「癩根絶 年計画」をきっかけに全国

がることとなる文 注 。 民にはハンセン病に対す

る を る 方、患者には療養所 入所することこそ

社会 献することと ることにより、入所 ずには

いられない社会の が られていった文 注 。各 が

に り し 民 となった 癩 動により

れていた患者は と 発され療養所 された文 注 。

その結果患者数は療養所の定員を上 り 加し続け 容

が になる事 が発生した。

このような は愛生園も ではなく、図 からも

かるように 年の 園 年 より定員 過

が続いていた文 注 。日本の癩政策の第 人者であり、

時に長島愛生園の 代園長でもあった は定員

過の現 を す く、療養所 を ずることとなる。

． 園長の寄付住宅  
１ 寄付 の背景 園における

の 落には リス人 教 ン ー

ル・リーによって設立された 療施設、 ル

があり、 けさ と三上 代 が ていた。

この 人は「日本の患者の は日本人の で」という

意 から 立し「 園」の設立を 意するがその 中

に が病 、三上 士は 人で 園の をするこ

ととなる文 。 には愛生園 代園長の も以

からよく 察に れており、 の工面に った三上

士を けるた は くなった の 人や

に を した文 注 。それがきっかけとなり社

会 動 社の 「 」を して を呼 か

けた結果、約 もの寄付 が まり 棟の建 が

建てられた文 。 は後日これを日本における寄付住宅

動の けと し文 、愛生園の十坪住宅 動もこの

時の がもとになっていたことが かる。

住宅 の背景 ン療養所の

寄付住宅構想において 園長はその だけでな

く建設する住宅の形についても な計画を ってい

たと 察される。

大正 年に ィリ ンのクリ ン療養所を

察した 、入所者がニ パ きの 屋とされる 住宅

をわずか で建てて らしていることを り、愛生

園でもこれを ようしたことを明かしている文 注 。

住者 が の住まう を建てるというクリ ン方

式は患者 で工事がまかな るという点で 園長が

目 す療養所 に う計画であった上、長島は の

で 工事だけでも 事 であるた 模住宅の建

設は や工期の面でも ましいと考 られた注 。 

．十坪住宅

十坪住宅 動は国民から寄付を り患者の で

間程の な住宅を建設することで 人でも多くの患

者を おうというものであった注 。 動は

年 には まり、第 期 、第 期

、第 期 と 年ま

で約 年間続けられ、 計 りに した

文 注 。寄付住宅は愛生園 ではなく「長島愛生園

会」という のもとで された。 動から建

の建設までは全て「長島愛生園 会」が し、

工後に国 寄付するという方法がとられた文 注 。

を すた パン や なども され、パン

注 には十坪 動の 、寄付方法、 来上が

った住宅の事 、これまでの寄付者 などが

された。

園以来定員を ることがなかった入所者数は

動が終わった 年を ークに っていき、

終 を た 年を にようやく定員内に

まるようになる 図 。

は各寄付者の寄付により建てられた十坪住宅の数

を時期 に したものである注 。内 を ると全

を して民間・ 人が高い割 を しており、十坪 動

が関 だけによるものでなく国民全 からの関 と

持を ていたことが かる。第 期では全 の寄付

件数の だった ・ 人会が第 期では全 の

を るなど、第 期は 年あたりの 工数が
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期の中で も多かった。 人会のような地 の がり

による が活動の大きな となったことが る。

また入園者 ら寄付住宅を建てていることも かった。

第 期の 年 に 工した「 」は「

入園者の寄 により建てられたもので、今 の 族が

住つて る」との記 が残されている文 注 。寄付の

をとっており 所 にはならない点で 生 園の

療 に建てられた建 住宅とは いがあるものの、

愛生園にも 担で建てた住宅と見られるものがある

ことが かった。図 は十坪住宅の を寄付時期別に

したものである。

寄付住宅の と

１．長島愛生園「十坪住宅」

愛生園の入所者た は寄付で建てられた住宅を「十坪

住宅」と呼 、また長島愛生園 会が 成した

動のパン の ルにも「十坪住宅」が われ

ていることから、十坪住宅という呼 は当時から われ

ていたものと考 られる。 方、愛生園内の設計図や

には「患者 住宅」という呼 が われており 政

上の 続きではこ らが用いられていたと 察される。

愛生園 が 成した 年 月付けの

「患者 住宅 築工事関 」 り注 に されている

住宅 築工事 によると、寄付住宅の は ン

クリー で となる割 石は島内のものを 用して

いたようである。上屋はす て で平屋建てが も多

く、屋根はス ー もしくは きであった。

には「 病者がたくさん するよりは、

に建てられる を って、 くらいで か

かが住 るようにすることが、 の点でも人 の

上からいっても もしい 中 十坪ならば 間

はとれるから、大人ならば 人、子 ならば 人から

人は住 ことが 来る。 後 」文 注 という記 から

も かるように 間程 の 坪 棟の を想定し

ていたと考 られる。図 は「長島愛生園 画 」注

に された十坪住宅の である。｢十坪患者住宅

代 付近 」と 明がつけられていることから、図

の の リアを 東方 から したものと われる。

代 は十坪住宅 動第 期に 間で設計され、

第 まで 計 棟が建てられており、このう 第

代 が今でも残されている。 
 

住宅 と

園長は全生病 に していた時代から｢患者

｣として患者に園内の 事を与 る代わりに を

うという り を っており、愛生園でもその

が き継がれた。患者 は不 者棟入所者を き園

内の全ての入所者に割り られており、 の によ

っては に病 を 化さ たり たな を わ たり

するようなものもあった。 に愛生園には 所当時、全

生病 から のある患者を 園さ ており、寄付住

宅においても患者 による建設を としていたこと

が かる。注

当 、十坪住宅建設は園内の 工 、 工 、 工

などが を っていた文 注 。しかし十坪 動が終わ

る年である 年には寄付住宅 件の施工を

寄付 の 十坪住宅寄付

区分

寄付

ハンセン関

園

に に する

 
寄付 十坪住宅の分

 
十坪住宅 立

長島愛生園 報

A 
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で地元 者が 注している 料も見つかっており、

当 の予想を る 動の に患者 だけでは

まかな なかったのではないかと考 られる。 

．「十坪住宅」の

愛生園で寄付住宅に関する 料 の 見つかった

料の中に「 生 園患者住宅 図」というものがあ

る。内 が愛生園の事 に ったもの

で、図 で した に されていたものだ。 の

「 事 」とは愛生園事 義 のことで、

が内 の として愛生園の 工事の設計を

けていたことを すものと される。 の内容

から愛生園の寄付住宅は 生 園の患者住宅設計図に

らかの を けたものと考 られる。

図 はこの｢ 生 園患者住宅 図」より の

平面図を き したものである。全て 坪の

住宅で計画されており、 園長が考 た な 住宅

は愛生園だけでなく の療養所にも されていた可能

を する。このう 号 図 は の 代

と ンであることが かった。また 号 図

の ンは のものが 園に に建設されていた

ことが 研究で されており文 、 園に設計の が

りがあることが る。

．「十坪住宅」の

の結果、愛生園内に建設された寄付住宅全

棟中 棟の図面を確 することができた。これらを

数や面 など平面構成の をもとに すると

の つの にわけることができる。また図 は つ

に した各 の代 な平面構成を ア

化し、それ れが建設された時期と棟数を したもので

ある。時期により建設される に明確な は見ら

れないものの、 建 が で 多くの ンが 発

されていることが かる。

建 の多くは つの と の 所・ 所で構成

される。入所者 の ン ーから間 りをして

年 月十 日

事

園本年 工事設計 月 中、

となり工事 者には 設計 中に 入 の

現場 明期

日は 記の に

年 月十 日 現場 明

月 日 十 入 入

生 園患者住宅 図 患者 担のもの  

愛生園 の

所

 
生 園 住宅
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平面の代表例

1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 1943

6畳前期 戸_1 10.500 1

戸_2 10.750 1

戸_3 10.250 4 2 2 2

戸_4 11.000 1 2

戸_6 11.750 1

6+4.5畳 戸_8 12.000 1

4.5畳 戸_9 10.000 4 3

戸_10 10.000 1

戸_11 10.000 5 1 1

戸_16 13.062 1

6畳後期 戸_12 16.500 1 3 1

戸_13 15.125 1

戸_14 11.375 1 1

戸_15 10.250 12

変則型 戸_5 12.750 1   戸_5:6畳1室、4.5畳2室、2畳1室

12.500 1   戸_7:1階5.75畳板間、2階8畳の二階建

複数室 大_1 29.000 1

大_4 26.000 1 1

大_8 31.000 1

大_9 20.000 1

大_11 40.000 1

大_12 31.500 1

1室 大_5 10.000 2

大_6 10.000 7

大_7 10.000 4 5

106.000 1

81.180 1

大_13 52.56 2

長_1 22.000 1

長_2 18.000 3

長_3 25.500 1

長_4 21.250 1

長_5 22.250 1

長_6 22.000 1

長_7 19.375 1

長_8 18.400 1

長_9 21.000 1

特_1 31.870 1

特_2 20.460 1

特_3 49.580 1

   r-n:居室n畳,  e:玄関,  y:板間,  k:台所,  t:便所,

   c:廊下/縁側,  o:収納,  b:風呂,  s:その他

寄付棟数(棟)

特

別

室

型

延床

(坪)

長

屋

型

戸_7(2階建)

大_2(2階建)

大_10(地階付)

類型 第1期 第2期 第3期

戸

建

型

大

部

屋

型

集

住

型

の分 と の分
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に の が らしていたことが かった。 期に

は を持たない ンもあるが、後期になると を

持つものが多くなる。 の を持つものと の

を持つものが中 である。 は に

坪のものだが、この さの ンは第 期以 し

か 現しないた 、後から考 られた ンであること

が かる。 会が 成した当時のパン の第

では「 人 至 人の癩者が住 る」とあった

記 が、第 では「 人 至 人」に され

ており、後に の ンができたのではないかと

される。また「 」は図 「 生 園患者住宅

図」の 号 と 入 所の が した

の平面構成で 期から確 されており、第 期から第

期を して り し建てられている。

大 屋 は 者 として の入所者が 数名で生

活していたことが ン ーで確 できた。この は

第 期に多くの図面が残されている。 期の ンでは

数の を持つものがあるが、第 期には の の

ンも設計されている。

住 は が く、 数も多い大 の住宅であり、

この で確 できた 棟のう 棟が「 」

である。 は三井 会より寄付されたもので注 、

第 から第 まで 計 棟が建設された。入所者の

ン ーによると各棟を少年 、 年 、 の

ように割り当て の入所者 士で生活を にして

いたと う。

長屋 は 、 ほどの が で がっている

ンである。 研究から 園時の 設住宅が

屋構成の長屋 であったことが かっており文 注

、その ともとれる。 した図面の中で も

い ンである「長 」と「長 」においては中 に

それ れ と 間が確 できたが、それ以 の ン

ではそのような 間はなくなっていることからその

時期を に 事 間が に されたと される。

別 は 場・ 場・ 所・ 面所の の建

であり、住宅としての 能を持たないことから住宅用

以 のものも建築されていたことが かる。

園における寄付住宅

十坪住宅 動が われていた当時、日本の 治 にあ

った 国と では日本のハンセン病政策が に

られ、隔離施設の設立と患者の 容が われた文 。

容患者の 加にともない療養所は を続け、ここで

も寄付住宅建設を る。

国の 島療養所では などの ィアを して

国民に を呼 けた注 。しかし は十坪住宅

動のような 発 な ではなく、 料から かれるな

ど なものであったとされる文 注 。 島 の

寄付は日本からも われた。 園の寄付住宅にも わ

った社会 動 社が 島に患者住宅 棟を寄付

した記 が残されている文 注 。

では 園長が 年に 生 を 察し

た 、十坪 動を始 るように し、

年には 生 に の十坪住宅ができたとされる文 注

。このことから 園長は愛生園に まらず の療養

所でも寄付住宅 動を ようとしていた事が かる。

方で愛生園と地 に近い 明園と 園に まる

事はなかった。 国や の事 も て考 ると、そ

の として療養所の や形成時期が られる。十

坪住宅 動が われた 年代はまだ 明園 島保養

所注 と 園は国立ではなくそれ れ第 、第

の 立療養所注 であった。また に療養所として

が っており 築は容 ではなかったと考 られる。

 
． と  
ハンセン病療養所の寄付住宅は ィリ ンのクリ ン

療養所の 住宅から構想を て、 の 園における

の後に愛生園、 園 まり、やがて や 国

などの 民地 と していったものである。 
また たに当時の図面が発見されたことで設計の 点

からも がりが された。愛生園の十坪住宅は 園の

患者住宅 図を な形にその後多 化していく 子が

察できた。 建 と長屋 しかなかった ンは、入

所者数が定員を上 る が続き、 数名が る

を ない の中で大 屋 や 住 などの のもの

に されていった。 
寄付住宅は愛生園では「十坪住宅」として、

落からの れを継 園では「建 住宅」として定

十坪住宅の 成に る分

分 成の

住

長

住宅
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したが、国内の 園については現 では が ばず今

後の課題となる。

棟の「十坪住宅」は の 住宅に過 ないが、建

てられるまでの背景を ま るとハンセン病隔離政策が

もたらした が 著に現れる建築と ることが 来

る。また各園との関 が 察できることから、今後ハ

ンセン病療養所がハンセン病対策 本法第十 に づ

き「 史 建 の保存」を ま 隔離の 史を継承し

ていく上でも、建築を の園の としてではなく

としてつな な役割を果たすと考 られる。

注

                                                        
年 月現在、愛生園に残されている十坪住宅は第 代 、第

、 の 、 島 、 の 棟である。

十坪住宅という名 は愛生園以 の園でも われているが ずしも寄

付によって建てられたものではないことから、本研究では寄付による

住宅という点に注目し寄付住宅を とする。

考文献 、第 第

考文献 、第 第

｢ 癩 」という が て 用されたのは 年、愛

であったが、 く 用されるようになるのは 年、

｢癩予防法」 により絶対隔離政策が 施されてからで にハンセ

ン病患者の「 十年根絶計画」が 始された 年以

に されていく。 考文献 、第 第

考文献 、第 第 、

考文献 、第 第

考文献 、

は明治 年 から 察のた に 年のように 入りし

ていた。 考文献 、

考文献 、

考文献 、

十坪住宅 動は、｢社会に の な癩患者を、 人でも多く、

日も やかに、療養所に入れるた 、 な住宅を療養所に建てる

動である」 考文献 より 用

考文献 、

考文献 、第 第

長島愛生園 会が患者住宅建設のた の寄付を る目 で し

たパン で、患者住宅建設の 、十坪住宅の 、

方法、 の 計、建設された住宅の 、ハンセン病に関する

な 計 料 を 。 年 年 から 年

年 の間に まで発 された。

寄付内 については 園長の 記を 考。

考文献 、

建 を建設するにあたり 成された全ての 政文 が工事の発注

とに られている。設計 、予 、見 、内 、

、 工 、 工 、 、 、 が まれ

る。 年 月と記された りは｢第 愛 ｣に関する文 。

考文献 、

年に発 された長島愛生園の 。

 ｢ 園長は全生病 に 中 建設を としていたことが

かる」この 落の記 内容は 考文献 、 を 考にした。 
考文献 、

は の寄付住宅とは なり長島愛生園 会ではなく三井

会癩療養所建設 員会が建設し国 寄付するという セスを

ている。

考文献 、

｢ 島의 別 地｣ 島の別 地 日 面

考文献 、

正確な年 は確 できなかったが、寄付した内容が された 面

が 年に発 されたものなのでそれ以 に建てられたと

考 られる。 考文献 、

                                                                                          
考文献 、第 第

明園は 年、 島保養所が で した後、そ

の 施設として長島に 、 建され 年に した。

国立 の はその後 年である。

｢癩予防ニ関スル件」 に づき全国を に けた「 癩

療養所設 」が され、各 を構成する による 立

療養所が設立された。第 は近 ・中 、第 は中国・

国にあたり、それ れ 島保養 大 、第 療養所 川、

年に大島療養所に が設立された。その に第 関東

の全生病 東京 、第 東 の 保養 、第

・ の 癩療養所 本、 年に 療養所に がある。

考文献 、第 第

 
考文献

 本 、 「ハンセン病療養所・長島愛生園における 住

の に関する研究」 日本建築学会近 研究 計画系

 、三 研、 世子、高 雄 「ハンセン病療養所

療養地 における患者住宅の平面構成と住 による

修に関する研究」 日本建築学会計画系論文

 法人日 法 研究 ハンセン病に関する 会

終

 国立療養所長島愛生園 長島愛生園 年の 国立療養所

長島愛生園

 生 園患者 治会 の 生 園患者 年史

 「十坪住宅 動の 」 愛生

 愛生園日記 日 社

 愛生園 会 「十坪住宅」 愛生パン 第

 川生 「十坪住宅 」 愛生

 「長島愛生園 所 十 年に当りて」 愛生

 소록도 년의 이야기 島 年の

 石川尭子 「ハンセン病療養所における寄付住宅に関する研究 長

島愛生園「十坪住宅」を中 に 」 東京大学修士論文 工学系研

究科建築学専攻
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